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地 域 特 産 品の販 売経 路 と して の 「 道 の駅 」
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1 は じ め に

従来の大量・広域流通に対し,消費ニーズの多様化など

を背景とし,産地と量販店との直接取引や直売施設の増加

など,いわゆる「地域流通」のウエイトが高まっている。

一方,産地間競争の激化や輸入農産物が増加するなか,産

地では多様化する消費者ニーズに対応し,地域資源等を活

用した地域特産品の生産・販売が急務の課題となっている。

現在,県内には19か所の「道の駅Jがあり,地域特産品

の販売経路として地域農業などによる注目を浴びている。

本稿の目的は,「道の駅」の特徴や特産品開発・販売に

関する意向を明らかにし,今後の「道の駅」をターゲット

とした,地域特産品開発・販売を考える生産者等の参考に

供することにある。

2調 査 方 法

県内における「道の駅」物産販売施設責任者に対するヒ

アリング及びアンケート調査を実施するとともに,「道の

駅J利用者を対象としたアンケート調査を行った。

また,消費者の地域特産品に関するイメージや購入実態

に関して,秋田農試経営計画部の消費者モニターを対象と

したアンケート調査を実施した。

3 調査結果及び考察

(0 県内「道の駅Jの概況

現在,県内には19か所の「道の駅」があり,地域活性化

に対する期待も高まっている。「道の駅」が認識する地域

への効果としては,①地域経済の活性化効果,②連携・交

流効果,③情報発信効果,そ して④農業活性化効果,な ど

が因子分析の結果明らかになった。県内における「道の剛U
は,生産者の直売所を併設したり,店舗内での地場産野菜

の販売コーナーを設けるなどしている。また,「道の駅J

(物産販売施設)における食品売上の比率はおおよそ 5～

9割と高く,農産物や加工食品等の重要な販売経路となっ

ている。

しかし,地域で生産された農産物等を原料とした,「道

の駅」と地域生産者等による組織的な特産品開発は,①生

活研究グループとの連携,②民間企業との連携,③第 3セ

クターとの連携,な どのパターンが存在するが,こ うした

取り組みは決して多くはないのが実状である。

0)消費者の「道の駅」利用状況
「道の駅J利用者を対象としたアンケート議麿によれば,

「道の駅Jの利用目的は,「 トインの利用J(“ %)が最も
多く,以下「休憩」(52%),「 お土産の購入J(51%),「食

事J(36%)とつづく。このうち「お土産の購入」 と「食

事Jを合計した「食Jにかかわる目的から「道の駅」を利

用すると思われる割合は8割を上回ることからも,地域農

業は「道の駅」を,積極的にマーケティング機会のひとつ

として捉えることが求められる。

「道の駅J力琳J用者の総合的な満足度を高め,リ ピーター

を確保するためには,「地域特産品の取り扱いJ「衛生面・

安全面」,さ らには「雰囲気Jに関する利用者の満足度を

高めることが必要となる (表 1)。 このことから,「道の剛U

表 1 「道の駅」が利用者に総合的な満足度を高める
ために必要な項目

資料 :「A駅の道J利用者のアンケート調査 (n=84)
注 :総合満足度を被説明変数とする重回帰分析
*は 5%で有意、 **は 1%で有意
分析は変数増減法で行った

における地域特産品の開発・ 品揃えはその事業展開にあたつ

ての重要な課題となっている。県内の「道の駅Jが考える

今後の戦略は,因子分析により,①情報提供機能の強化 ,

②特産品販売機能の強化,③観光対応機能の強化,④農産

物販売・飲食機能の強化,そ して⑤特産品開発機能の強化,

といった 5つの方向が明らかになり,地域特産品の開発・

販売が今後の戦略方向として位置づけられていることが注

目される。

6)「道の駅」を対象とした特産品開発
地域特産品の開発にあたっては,「道の駅」は地域生産

者や自治体との連携による組織体制整備の必要性を強調じ

ている。現状では,「道の駅Jの組織的な性格から陥腸・

役所Jがその連携相手の中心となっているが,今後の意向

としては,「加工施設J「食品製造業」「農家Jな どとの連

携を重要視しており,特産品開発を考える地域生産者等の

-265-



東 北 農 業 研 究 第 54号  (2001)

4

菫
争

33
し
さ

2
|

低

1

12345
■―  市■の有菫佳  ―■

図 1 「道の駅」が評価した商品別の市場有望性と
競争の激しさ

資料 :県内「道の駅」を対象としたアンケート調査

(n=18)
注 :回答をスコア化したもの

積極的な対応,地域加工施設の有効利用が求められる。

図 1は ,「道の駅」が評価した商品カテゴリー別の地域

特産品としての市場有望性と競争の激しさの関係である。

これによると,「漬物」「山菜及びその加工品J「漬物以外

の野菜加工品」などで市場有望性が高くなっている。しか

し「菓子類Jについては市場有望性は高いものの,競争 も

激しい商品カテゴリーとして認識されており,競合する商

品との差別化・棲み分けなどの重要性が指摘された。

これらの状況を踏まえ,生産者が「道の駅Jを対象とし

表 2 「道の駅」での地域特産品の購入が多い層の特徴

資料

が :靱
牛r●亘轟糧

た特産品開発を行うにあたっては,開発する個別商品ごと

のターゲット層などを特定化するに先立ち,「道の駅」で

の地域特産品の購入比率が高い層の特徴を把握することが

まず必要となる。表 2は ,消費者アンケートにより,回答

者の生活行動・意識に関する質問項目をもとに,因子分析

の結果をお、まえて類型化を行った結果である。これによる

と,「道の駅Jでの地域特産品の購入比率が最も高いⅢグ

ループは,①男性及び50代以上比率が高いこと,②「旅行

や余暇J「自然・地域体験」に関する意識が強いこと,③

その一方で,「流行・新しいもの」に対する反応は低いこ

と,④地域特産食品の入手は「自ら買う場合が多いJが ,

その使い途としては「自ら消費するのと,お使いものにす

るのが同じくらいJであることに特徴がある。今後,こ う

した消費者特性を意識した,地域特産品開発にむけた個月1

商品ごとのマーケティングリサーチの実施が必要となる。

4  ま

「道の駅J力淋J用者の満足度を高めるには地域特産品の

販売が必要となり,今後の戦略方向としても,地域特産品

の開発・販売が位置づけられている。

「道の駅」の地域特産品開発に対しては,連携による組

織体制の整備など,地域農業の積極的な対応が求められる

が,その際,「道の駅Jでの特産品購入比率が高い層の特

徴を踏まえることが必要となり,その後,具体的な個別商

品ごとのターゲット層の特定化などを,マーケティングリ

サーチなどを通じて行うこととなる。
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